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平成 26・27年度 研究協力学校(工学院大学附属中学校・高等学校) 

「発表会（授業公開と研究報告）」のご案内 

「ＰＩＬ・ＰＢＬ型の授業導入へ向けての研究と実践 ―２１世紀型教育の実践―」 

 

 師走の候、先生方におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申しあげます。 

 さて、標題にありますように当研究所平成 26・27 年度研究協力校である工学院大学附属中学校・高等学

校の発表会を下記の要領で行う運びとなりました。当日は授業の公開と研究報告がプログラムとして実施さ

れる予定です。お誘いあわせのうえ是非ご参加くださいますようご案内申しあげます。 

 《工学院大学附属中学校・高等学校より》 

 
記 

１．日  時  平成２８年２月１７日(水) １３:３０～１６:００ 

２．会  場  工学院大学附属中学校・高等学校  
        〒192-8622 八王子市中野町 2647-2 ℡：042-628-4912（㈹（裏面案内図参照） 

３．発表内容  「ＰＩＬ・ＰＢＬ型授業の公開と研究報告会」 
４．定  員  ５０名 (お申し込み順 ⇒ 定員になり次第締め切ります。) 
５．参 加 費  無 料 (当協会会員各校の拠出金と東京都私学財団からの補助金で運営しています。) 

６．申込方法  ２月１２日（金）までに下記迄にWeb もしくは FAX にてお申し込みください。 
URL  http://k.tokyoshigaku.com 

                                       東京私学教育研究所 研究協力学校 担当：佐瀬 
        TEL 03-3263-0544  FAX 03-3263-0560 

工学院では 20世紀型教育から 21世紀型教育にシフトする必要を感じて、PIL/PBLの授業の研究に取

り組んできた。何故なら、世界は今までとは質的に異なる 21世紀社会が迫っていることを念頭に置い

て、教育改革を進めているからである。とりわけ日本の問題として、「自己肯定感」を持てない若者

が大量に学校教育の中で誕生しているという事実とどう向き合って、解決していけばよいのかを考え

ると、探求や思考のプロセスを大切にした授業に取り組む必要性に辿りつく。それは、知識を暗記す

ることに重きを置いた、正解主義を貫く講義型授業を超えるところにある双方向授業であった。今後

も 21世紀型教育を推進する為にグローバルシティズンシップを意識した双方向授業を発展させていき

たい。 
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切り取らずにそのまま FAX してください。送り状は不要です。                 

研究協力学校「工学院大学附属中学校・高等学校」参加申込書（２月１７日(水)実施） 
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上記の通り参加申し込みいたします。 
 東京私学教育研究所 御中               平成  年   月   日 
 
                           校 長            ㊞  

・希望する

※FAX受理、受付完了等の連絡は省略いたします。（本申込書をお送りいただいた時点で受付完了です）

　申込確認が必要な方は、下記にご記入ください。後日、申込書受理書をFAXでお送りします。

理由等
 FAX番号:


